
1870

明治3年

1880

明治13年

1890

明治23年

1900

明治33年

1910

明治43年

1920

大正9年

1930

昭和５年

1940

昭和15年

1950

昭和25年

1960

昭和35年

1970

昭和45年

1980

昭和55年

1990

平成2年

2000

平成12年

2010

平成22年

2020

令和2年

2025

令和7年
68 

明
治
に
改
元（
明
治
維
新
の
始
ま
り
）

72 

新
橋・横
浜
間
に
鉄
道
開
通
、太
陽
暦
採
用

77 

西
南
の
役

89 

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
、東
海
道
線
全
線
開
通

94 

日
清
戦
争
勃
発（
〜
95
）

95 

下
関
条
約
締
結（
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
る
）

04 
日
露
戦
争
勃
発（
〜
05
）

12 

大
正
に
改
元

14 

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発（
〜
18
）

23 

関
東
大
震
災

　

22 

ソ
連
成
立

　

25 

ラ
ジ
オ
放
送
開
始
、（
男
子
）普
通
選
挙
法
成
立

37 

日
中
戦
争
勃
発

39 

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

31 

満
州
事
変
勃
発

41 

日
本
軍
、真
珠
湾
攻
撃（
太
平
洋
戦
争
勃
発
）

45 

第
二
次
世
界
大
戦
終
了（
ド
イ
ツ・日
本
降
伏
）

50 

朝
鮮
戦
争
勃
発（
〜
53
）

53 

テ
レ
ビ
放
送
開
始

56 

国
連
加
盟

58 

東
京
タ
ワ
ー
完
成

59 

メ
ー
ト
ル
法
完
全
実
施

64 

新
幹
線
開
業
、東
京
五
輪
開
催

65 

日
韓
基
本
条
約

72 

沖
縄
復
帰
、日
中
共
同
声
明

73 

石
油
危
機（
狂
乱
物
価
）

75 

沖
縄
海
洋
博
開
催

78 

成
田
空
港
開
業

80 

モ
ス
ク
ワ
五
輪
不
参
加

82 

東
北
新
幹
線・上
越
新
幹
線
開
業

85 

プ
ラ
ザ
合
意（
円
高
急
激
進
行
）

86 

バ
ブ
ル
経
済（
〜
91
）
　

91 

湾
岸
戦
争

95 

阪
神
大
震
災

11 

東
日
本
大
震
災

16 

熊
本
地
震

20 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
世
界
的
流
行

21 

東
京
五
輪・パ
ラ
五
輪
開
催

24 

能
登
半
島
地
震

24 

パ
リ
五
輪・パ
ラ
五
輪
開
催

01 

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

02 

日
韓
共
催
、サ
ッ
カ
ー
W
杯
開
催

05 

愛
知
万
博
開
催

08 

リ
ー
マ
ン
＝
シ
ョ
ッ
ク

09 

民
主
党
政
権
誕
生

●1949
　県道乗鞍公園線
　バス営業運転開始

●1941　着工
●1942　竣工

●1973　乗鞍スカイライン供用開始
●2002　無料開放・

マイカー規制開始

●1999　国重要文化財指定
●1915
　呉市水道着工
●1918
本庄ダム完成・
呉市民給水開始

●1889　呉鎮守府開庁
●1889　二河水源地

取水口築造

●1890　呉鎮守府
水道創設

●1908　鉄道連隊創設
●1909
　習志野演習線
　開業

●1918
　鉄道第二連隊
　創設

●1947　新京成線営業開始
（新津田沼～薬園台間）

●1932頃　松戸線全通

●1955　新京成線全線開業

●2025
　会社合併にともない
　京成電鉄松戸線へ

●1929　重構桁鉄道橋研究開始
●1935　九三式重構桁橋制式化
●1939　九九式重構桁橋の改良・量産開始

●1948～1954　下夕張森林鉄道の橋梁架け替え（JKTの利用）

●1889　佐世保鎮守府開庁
●1918　着工

●1922
　竣工

●1948 
　佐世保海上保安部
　針尾送信分室開設 ●2013

　国重要文化財指定
●2016
　日本遺産認定

●1997　運用停止

●1877　竹敷海軍港設置

●1896　竹敷要港部設置

●1901　竣工

●1974　開発保全航路指定
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特集1：戦略の要衝、万関瀬戸に秘められた軍事の記憶
特集2：海軍の巨大通信施設～旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設～
特集3：鎮守府が拓いた二河水源地と呉の近代水道
特集4：80年前の軍用道路の姿を残す乗鞍スカイライン
特集5：S字カーブがつなぐ新京成線と鉄道連隊演習線
特集6：夕張の地に静かに佇む軍用可搬式組立橋（小巻沢林道橋）

特 集

戦後 80 年 戦火の土木を今、  見つめ直す
日本の土木の歴史は、生活の拠点である「ムラ」が出現する縄文時代から始まる。日本の土木の歴史は、生活の拠点である「ムラ」が出現する縄文時代から始まる。
盛土や切土をして平坦地を作り出し、地面を掘削して竪穴式住居を作った。盛土や切土をして平坦地を作り出し、地面を掘削して竪穴式住居を作った。
稲作が始まる弥生時代になると、耕地に水を引くため、堰や水路も作った。稲作が始まる弥生時代になると、耕地に水を引くため、堰や水路も作った。
そこには必ず、土木があった。そこには必ず、土木があった。
土木は人々の生活と共にあり、いつの時代も途切れることなく日本社会を支えてきた。土木は人々の生活と共にあり、いつの時代も途切れることなく日本社会を支えてきた。

続いているはずの土木の歴史が、資料が少なくあまり語られてこなかった期間がある。続いているはずの土木の歴史が、資料が少なくあまり語られてこなかった期間がある。
1894（明治27）年の日清戦争に始まり、1894（明治27）年の日清戦争に始まり、
第二次世界大戦が終わる1945（昭和20）年までの戦時下50年間である。第二次世界大戦が終わる1945（昭和20）年までの戦時下50年間である。

日本では、1945年8月15日正午の玉音放送終了と共に公文書焼却の実行が図られた。日本では、1945年8月15日正午の玉音放送終了と共に公文書焼却の実行が図られた。
戦争犯罪の証拠になるような資料は全部焼かせてしまおうということだった。戦争犯罪の証拠になるような資料は全部焼かせてしまおうということだった。
その中には、軍用民用関わらず公文書としての多くの土木資料も含まれていた。その中には、軍用民用関わらず公文書としての多くの土木資料も含まれていた。
人々は、戦時中の記録を抹消するだけでなく、聞くことも語り伝えることも人々は、戦時中の記録を抹消するだけでなく、聞くことも語り伝えることも
はばかはばかってきたのではないだろうか。ってきたのではないだろうか。

それでも、当時軍用として造られた施設は、現在に残っているものもある。それでも、当時軍用として造られた施設は、現在に残っているものもある。
土木事業は戦局に大きく左右され、休止になった事業もあったが、土木事業は戦局に大きく左右され、休止になった事業もあったが、
戦時中でも、数々の土木施設が整備された。戦時中でも、数々の土木施設が整備された。
そこに確かに土木は存在したはずだ。そこに確かに土木は存在したはずだ。
戦後80年という節目の今、戦時中の土木がどうであったか、戦後80年という節目の今、戦時中の土木がどうであったか、
その事実をうかがい知ることができる施設を見つめ直す。その事実をうかがい知ることができる施設を見つめ直す。

歴史監修：金本浩二（昭和第一学園高等学校　社会科教諭）
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